
国際ロータリー第２５００地区第４分区

遠軽ロータリークラブ
THE ROTARY CLUB OF ENGARU, AREA 4 ,RID2500

本日のプログラム

④

(1) 2025(令和7)年 6月 5日発行 ＜ロータリー親睦活動月間＞

Weekly Report№４３
第３１６７回例会記録
日時：2025年 5月29日(木)12:30～
会場：ホテルサンシャイン 2F
司会：高井 一博 SAA
★開 会 点 鐘：乾 淳 会長
★国 歌：―
★Ｒ ソ ン グ：我等の生業
★四つのテスト：―

2024―2025年度 国際ロータリーテーマ

6月12日(木)12:30~
IAC短期海外研修報告
青少年奉仕委員会

委員会報告
◇長嶋宏明 親睦活動委員長

ご案内の通り、6月28日㈯、親睦家族ゴルフ＆
パークゴルフ大会を開催します。当日の今年度最
後の夜間例会で表彰式を行います。

本日のプログラム 臨時総会
議長 大西 孝拡 会長エレクト②

来年度の予算に関わることですので、皆様の慎
重審議、並びに忌憚のないご意見をいただければ
と思います。【2面へ】

会長報告 乾 淳 会長①
皆様、こんにちは。
本日は、先ほどSAAよりありました通り、臨時

総会となります。皆様方より忌憚の無いご意見を
頂けると幸いです。会員の皆様、宜しくお願い致
します。

本日の会長報告ですが、昨年12月の会長報告
で例会出席についてお話をさせて頂きました。
ロータリークラブの定款には、例会に出席した

とみなされるには、その例会時間の少なくとも
60％の出席が必要と記載されております。

では、なぜ60％なのか？ 調べてみました。
昔、アメリカのロータリークラブでは、例会の

出席競争が行われていたようです。国際ロータリ
ーは、ロータリアンに例会出席の大切さを理解し
てもらうには、ロータリアンに例会出席の競争を
させ、競争をしているうちに出席の大切さを理解
するだろうと考えたようです。
この競争は、１名欠席したことの効果が、クラ

ブの会員数によって大きく変わるため、この競争
をフェアーにするために、国際ロータリーは会員
数によってグループ分けをしたそうです。

また、出席の基準でありますが、例会に60分
間在席しても出席、5分間しか在席しなくても出
席、というのでは、自分のクラブを競争で優勝さ
せたいがために、１分しか在席しなくても出席扱
いにするクラブが出てくる恐れがあるために、ル
ールとして例会時間の60％在席すれば出席とし
たようです。
私は、例会は競争の場では無く、奉仕・親睦・

学び・運営がバランスよく詰まった大事な活動だ
と思っております。

この定款に記載されている60％のルールが、
先ほど申し上げた競争のルールとは、私自身少し
だけ残念に思います。

幹事報告 石井 朋子 幹事
１．財団室ニュース6月号。回覧。
２．例会終了後、理事会を開催いたします。併せ
て新旧理事会も開催いたしますので、次年度の
役員、幹事の方はご出席宜しくお願いします。

6月 5日(木)07:00~
早朝例会 コスモス園
虹のひろば 花移植

【名前後の〇数字は写真とその中の番号】
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【事務局】〒099-0415北海道紋別郡遠軽町岩見通南1丁目 遠軽商工会議所内
Tel 0158-42-5201 Fax 42-5134 E-mail：info@engaru-rc.com

【例会場/日】北海道紋別郡遠軽町大通北１丁目 ホテルサンシャインTel 0158-
42-1151 毎週木曜日12:30～13:30＊第3木曜日は夜間例会 18:00～(19:00)

遠軽ロータリークラブ www.engaru-rc.com
会長：乾 淳 副会長：金谷正一
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2024-2025年度 国際ロータリー
会長：ステファニーA.アーチック(アメリカ)
第2500地区ガバナー：小谷典之(帯広西RC)
第4分区ガバナー補佐：山中憲一(紋別港RC)

編集・発行：メディア委員会
委員長：佐藤直也 副委員長：東海林勉
委 員：加藤幸徳 木村一則 西 清治

前島英樹 宇野 勝

例会日 会員 出席計算 出席者数 メイク 出席率 無断欠席数 会 員 数 アップ出席報告
安達正彦
出席委員長

5月22日 45 44 23 14 84.1％
5月29日 45 44 25 56.8％

ニコニコＢＯＸ 長嶋 宏明 親睦活動委員長
前田篤秀君 誕生日 5,000円
島田光隆君 遠軽商工会議所副会頭退任 10,000円
川村寿光君 無断欠席 2,000円

2024-25年度合計 566,300円
☆閉会点鐘：乾 淳会長☆今号会報担当：宇野 勝委員

2024-25_43rd_03

本日のプログラム クラブフォーラム
＊配布資料
⓵ 収支予算書 今期予想
⓶ 前期繰越しゼロで運営できる組織へ
⓷ 収支予算書 会費を半期1万円値上げした場合
⓸ 収支予算書 夜間例会(3000円UP)の負担金を
値上げした場合

⓹ 地区内各RCの年会費
⓺ 2025～2026 例会プログラム（案）
⓻ 参考資料
◆議題
1. 2024-25年度の収支予算書について
◇今期の収支予想⓵（石井幹事から報告）
(1) 予算額9,411,000円に対し、9,656,310円を

支出済み。
(2) 欠損額は822,814円の見込み。
(3) 積み立て金を一般会計に繰り入れ、次年度

は新たな状態でスタートしたい。
◇次年度予算案（加藤次年度幹事からの説明）
1. 現状維持の場合、毎年120万円程度の赤字が

発生し、継続が困難。⓶
2. 会費値上げ案：年会費を2万円値上げ（半期1

万円x2）。45名の場合、90万円の収入増とな
り、支出を抑えれば予備費が出る可能性。⓷
（会費は20年間値上げしていない。）

3. 夜間例会費値上げ案 夜間例会費を3千円値上
げして5千円とする。25名程度の出席者で、会
費値上げと同等の効果。⓸

◆支出削減の取り組み⓻
(1) 集合写真の削減
(2) 夜間例会の受益者負担（2千円+3千円）

飲料の飲み残し減。
(3) 例会数の削減（定款の範囲内で）
(4) ガバナー月信の購読数削減
(5) 各種義援金の支出廃止(個人寄付の集約)
(6) 各委員会費の見直し
◆会場費・大会費の増加
(1) 会場費（例会費）：20年前と比較して約60

万円増加
(2) 大会費：地区大会、IM、地区協議会への参

加者増加等により約100万円増加

◆会員からの意見
東海林会員：理事会で決めたということだが、や

り方として臨時総会ではなくクラブフォーラム
という形で、まず広く会員からの考え方を聴く
ことが望ましい。会費値上げは仕方ないが、例
会を減らすべきではない。

藤田会員：会費値上げに賛成。
山田会員：出席率向上が重要。いろんな行事もそ

うです。夜間例会費の値上げは出席率低下につ
ながる可能性がある。

佐藤直也会員：非常に例会の休会数が多いと思
う。従来どおりの例会数に戻した方がいい。会
費値上げは当然。

吉川会員：経費増のため、会費値上げはやむを得
ない。

長嶋会員：大会費が予算超過している。半期1万
円ずつの値上げで本当に足りるのか疑問。年3
万円値上げも考慮すべき。大会費は会費とは別
に徴収する方式も検討すべき。

木村会員：例会は会員間の情報交換・親睦などの
場であり、なかなか出て来れない人も出たいと
いう時に例会が減ると出られなく。出れれば出
席率も上がると思うので減らしたくない。クラ
ブの中でロータリーの勉強をする機会ってなか
なかない。大会はいろいろ学べるので大会へ参
加者を増やす方向で検討すべき。

●議論のまとめ
・会費値上げは致し方ないという意見が多数。
・プログラム（例会数）については賛否両論あ

り、今後理事会で協議。⓺
・子育て世代への配慮として、祝日がある場合は

例会を休みにするなどの柔軟な対応を検討。⓺
◎決議
(1) 本日の議論を踏まえ、予算については今後

の新旧理事会で決定する。
(2) 参加者からの拍手により、上記内容承認。


